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#12-19 

【５月５日～５月１１日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

平成２４年５月１５日 

在ウクライナ大使館 
 

Ａ．主な動き 

 

１．内政 

▼各政党の動き 

・８日、ギンプ自由党党首は、与党連合ＡＥＩのメンバーである

同党は政権内における要職を求める方針である旨発言し、検

事総長のポストの可能性につき言及。これに対し、ストリレツ

自由民主党議会会派代表は、特に異議はない旨、また、ディ

ヤコフ民主党議会会派代表は、本件はＡＥＩ評議会で協議さ

れる旨発言。 

・１１日、ルプ民主党党首は、同党は国家近代化のための改

革には政治の発展・効率化及び近代化は不可避であるとして、

６月の次期党大会の後に党の基本方針に変更を加える意向

である旨発言。 

▼その他 

・１０日、議会は、ティモフティ最高司法評議会議長の大統領

就任に伴い、同議長の職からの解任を決定。 

２．経済 

▼ＩＭＦ 

・８日、フィラト首相は、現在のＩＭＦとの協力プログラムの実

施の枠組みにおいて、現在訪問中のゲオルギエフＩＭＦ調

査団長と会談を行い、ＩＭＦのモルドバへの支援について感

謝するとともに、ＩＭＦとの合意と協力はモルドバにとって、

大変重要だと考えており、他のパートナーとの協議におい

て信頼性を高めることにも繋がる旨発言。 

▼ＥＵとの関係 

・１０日、ＥＵは、モルドバにおける地域の発展のための能

力開発プロジェクトの実施のため、１１７万ユーロを供与する

とともに、本プロジェクトは本日（１０日）開始され、２０１２年５

月から２０１４年１月にかけて、フランス、ラトビア、ルーマニ

アとのパートナーシップの下で実施される旨報告。 

・１０日、モルドバ経済省は、ＥＵとの深化した包括的自由貿

易協定（ＤＣＦＴＡ）の第２回目の交渉が６月１１～１５日にブ

リュッセルで開催される旨報告。同省は３月末に行われた第

１回目の交渉の後、第２回目の交渉は合意する中身につい

て議論がなされる予定であり、今秋予定の第３回交渉にお

いて、商品やサービスに係る関税についての議論がなされ

る予定である旨報告。 

３．外政 

▼フィラト首相のルーマニア訪問 

・９日、フィラト首相は、ルーマニアを訪問し、ポンタ首相と会

談。フィラト首相は、ポンタ首相就任に対し祝意を表明した

上で、過去２年間にモルドバ・ルーマニア関係は飛躍的に

発展した旨指摘。両首相は、両国関係の多角化及び深化に

つき意見交換し、モルドバの欧州統合路線における協力に

関し協議。 

４．防衛 

・９日、ティモフティ大統領は、キシナウで開催された戦勝記

念日の式典に出席、退役軍人及び戦死者に敬意を表すとと

もに、モルドバ繁栄のための具体的かつ効率的な努力によ

って報いる旨発言。 

 

 

 

※本週報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と表記しています。 

（了） 


